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●連窓サッシの場合

ピボット軸

ピボット受け

【詳細図】

倒す

■施工上のお願い

■取付け順序

■網戸の建付け調整

●必ず指定の取付けねじを使用してください。
●網戸本体に左右勝手はありません。
●網戸枠は額縁施工後、取り付けてください。額縁施工ができなくなります。

開き網戸（よこすべり出し窓用）
■取付けねじ一覧表

①連窓方立で連窓する場合は、網
戸枠の下部ピースを外してくだ
さい。

※連窓方立下部に結露受けがない
場合は外さないでください。

②サッシ縦枠アングル固定ねじの
一番上と下を外します。

③網戸枠の上・下を確認し、一番
上と下を　ねじで固定します。

※連窓方立に固定する場合は、上
下は　ねじで固定してください。

（　ねじは使わないでください。）
※Ｈ05以上は上下を固定してから、

中央を　ねじで固定してくださ
い。

①網戸枠上部のピボット受けにピボット軸を差し込みます。
②下部のピボットのレバーを倒すとピボット軸が引っ込みま

す。そのままピボット受けに合わせ、レバーを放します。
③網戸本体を手で引き、ピボット軸がピボット受けに入って

いて、外れない事を確認してください。

●網戸本体と網戸枠の間にすき間がある場合は、ピボット
受け固定ねじをゆるめて調整します。

●引手の固定ねじをゆるめ、上下をキャッチャーに合わせます。 ●キャッチャーの調整ねじをゆるめ、前後に動かし、引手と
　合わせます。
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サッシ縦枠アングル
固定ねじ

網戸枠

連窓方立

◯イ ◯ロ ◯ハ

M4×18皿小ねじφ3.8×38丸木ねじφ4×19
皿テクス小ねじ

※連窓時のみ使用

■Ａ部詳細図

Ａ部
下部ピース

網戸枠
（連窓方立側）

サーマルⅡ 

結露受け

●この説明書は必ず施工する方にお渡しください。※　　 内は、ロットNo.表示位置を示します。

A網戸枠の取付け

Aピボット受けの調整

S網戸本体の取付け

S引手の調整 Dキャッチャーの調整
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表示位置
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取付け説明書

お願い
●引手の突起部とキャッチャーの位置は必ず合

わせてください。特に上下が合っていないと
キャッチャーが破損することがあります。
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